
 

昭
和
前
期
の
政
治
と
宗
教 

第
280
回
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

2014 年 7 月8 日（火） 
午後 2 時～4 時（開場 午後 1 時 40 分） 

主催 │ 大学共同利用機関法人 人間文化研究機構  

     国際日本文化研究センター（日文研） 
    International Research Center for Japanese Studies 

入場無料（先着 180 名・申し込み不要） 

ハートピア京都 3 階 大会議室 
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第 280 回 日文研フォーラム 

昭和前期の政治と宗教 Politics and Religion in Early Shōwa Japan 
 

ジェームス・マーク・シールズ James Mark Shields 
バックネル大学 准教授 ／ 国際日本文化研究センター 外来研究員 

「仏教社会主義について――妹尾義郎と新興仏教青年同盟」 
 

20 世紀初頭、日本社会は戦争に飲み込まれ、国家主義が台頭してきました。その状況に多くの仏教指導者と

宗派は降伏しました。この傾向に対する一つの顕著な例外として、日蓮宗在家信者の妹尾義郎（1889–1961）

によって 1931 年に創立された、新興仏教青年同盟があります。 

本講演では、このような歴史的、政治的背景を意識しながら、妹尾の著書にある「仏教再生のための新興仏

教青年同盟」の視点を取り上げ、当時の日本で、「仏教社会主義」の出現をめぐって存在したさまざまな問題

について考えてみたいと思います。 
 

1991 年、マギル大学人類学・政治学専攻卒業。1993 年、ケンブリッジ大学（社会・政治哲学）にて哲学修士（M.Phil.）取得。1997

年、マギル大学（宗教哲学）にて修士（M.A.）取得。2006 年、マギル大学（比較宗教哲学）にて博士号（Ph.D）取得。現在、国際日

本文化研究センター外国人研究員及びバックネル大学 准教授を併任。 

専門分野は、仏教学、比較哲学、日本思想史。主な著作に、『Critical Buddhism : Engaging with Modern Japanese Buddhist Thought』

（アシュゲット出版局 2011）がある。主要論文に、「Zen and the Art of Treason: Radical Buddhism in Meiji Era (1868–1912) Japan」 

Politics, Religion & Ideology 15, 2 (2014)、「Liberation as Revolutionary Praxis: Rethinking Buddhism Materialism」Journal of 

Buddhist Ethics 20 (2013)などがある。 

 

ブライアン・アンドレー・ヴィクトリア Brian Andre Victoria 
オックスフォード大学付属仏教研究所 研究員 ／ 国際日本文化研究センター 外来研究員 

「ナチスと日本宗教」 
 

戦時中のナチス・ドイツとの関係はあまり語られてきませんでした。しかし、ドイツは日本の同盟国であっ

たのみならず、文化交流も盛んに行われていました。とくに注目すべきは、ナチス・ドイツにおいて日本宗教

（仏教および神道）への関心が高かったことです。かつてヒトラーは次のように述べました。「不幸にして我々

は間違った宗教を引き継いでしまった。なぜ日本のような宗教を得ることができなかっただろう･･････」と。 

ナチスはなぜ日本の宗教に関心があったのか、ナチスははたして日本の宗教を正確に理解したのか、当時の

ナチスが抱いた関心は、現在に一つの「問い」を投げかけているのではないか、――本講演は、この 3 点を軸

に展開します。 
 

1961 年、ネブラスカウェズリアン大学外国語専攻卒業。1971 年、駒沢大学（仏教学研 究）にて修士（M.A.）取得。1996 年、テ

ンプル大学（宗教 学）にて博士号（Ph.D）取得。オークランド大学助教授及びアレデード大学准教授を経て、アンテイオック大学の

教授になり、現在、国際日本文化研究センター外国人来訪研究員及びオックスフォード大学付属仏教研究所研究員である。 

専門分野は、仏教学、禅学、日本学研究。主な著作に、Zen at War (和訳：『禅と戦争』)（ローマン・アンド・リタルフィエルド出

版局 2006; Zen War Stories (ロットレジカゾン出版局 2003)などがある。 

 

 

日文研フォーラムとは 

国際日本文化研究センター(日文研)が、来日中の外国人研究者 

による日本研究の成果を一般の皆さまにご紹介し、共有して 

いただくことを主な目的とする催しです。 

1987 年の設立以来、月に１回、京都市中心部の会場で継続的 

に開催しています。 

 
 

お問い合わせ先 

国際日本文化研究センター 研究協力課  

〒610-1192 京都市西京区御陵大枝山町 3-2 

TEL: 075-335-2078 

http://www.nichibun.ac.jp/ja/ 

 

京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都 

【アクセス】 

・京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車 5 番出口（地下鉄連絡通路にて直結） 

・京都市バス、京都バス、JR バス「烏丸丸太町」バス停下車 


